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最新情報はこちらから

ホームページをＣＨＥＣＫ！ きらめきマラソン 検索

■大会ＨＰアドレス http://oshukirameki.jp

※市公式サイトのバナーからもアクセス可能 きらめきマラソン 検索きらめきマラソン 検索
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たくさんの参加申し込たくさんの参加申し込みみ

数多くの協賛に感謝数多くの協賛に感謝！！

５月20日開催の第２回大会の情報を、５月まで毎月お届けします。

■問い合わせ＝いわて奥州きらめきマラソン実行委員会事務局（江刺総合支所・内線334、335、336）
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地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域６６６６６６６６６６次次次次次次次次次次産産産産産産産産産産業業業業業業業業業業化化化化化化化化化化地域６次産業化―――――――――――

育育育育育育育育育育ててててててててててよよよよよよよよよようううううううううう元元元元元元元元元元気気気気気気気気気気のののののののののの育てよう元気の芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽
地元の農林畜産物などを活用し、農業と他産業が連携して進める地域

６次産業化。新たな製品やサービスを生み出そうというこの取り組みの
最新情報を皆さんにお知らせします。
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第４回となる今回は、38店が出

店。市産食材を使ったお菓子や軽

食が販売されたほか、キャラク

ター握手会などのイベントが来場

者を楽しませました。

市産食材のＰＲと

次代の料理人育成を

目的とする本コン

ク ー ル。第 ６ 回 の

テーマは「前沢牛また

は奥州牛をメインに

使う新感覚の鍋料理」

です。

水沢第一高等学校

で行われた最終審査

会には10人が出場。

その後、表彰レセプ

ションと試食会がプ

ラザイン水沢で行わ

れました。

資 資最優秀賞に輝いた

北海道三笠高等学校３

年の得田茉菜さんと作
とく だ ま な

品の「牛、とまらない。
もうぉ～

奥州好き焼き鍋奥州好き焼き鍋」」

念撮影 茎おやつだけでなく軽食も充実
荊こだわりの商品を多くの来場者が買い
求めた
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繋 体 験 コ ー
ナ ー で は パ
フェづくりを
体験 罫キャ
ラクターと記

資資

コンクコンクーー
ル参加ル参加者者

資資試食会で
は10種の鍋
を堪能

第２回大会の開催まであと２カ月。今回も県内外から

非常にたくさんの参加申し込みをいただきました。45都

道府県より4,500人を超えるランナーが奥州市に集

います。また大会の運営を支えてくださる協賛に

は、前回の２倍を超える220の企業・団体からの

お申し出をいただきました。

マラソン実行委員会では皆さんのご期

待にお応えできるように一丸となって

頑張ります。奥州市全体で大会

を盛り上げましょう！

参加者総数 4,579人
内訳【フルマラソン2,726人、10キロ1,006人、

２キロ（個人）269人、２キロ（家族）289組】

協賛企業・団体数 220協賛企業・団体数 220件件
※上記はすべて速報値

大会アンバサダ大会アンバサダーー

那須川瑞穂那須川瑞穂 さんさん

みんなみんなでで
盛り上げよう盛り上げよう！！

11広報おうしゅう

今
回
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
関
係
の
国
際
会
議
と
中
学
生
科
学
体
験
研
修

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第

回
52

本
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
計
画
に
つ
い
て
皆
さ
ん
か
ら
の
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。
電
子
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク
ス
で
お
気
軽
に
ご
質
問
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
本
庁
Ｉ
Ｌ
Ｃ
推
進
室
（
内
線
４
１
５
、
鯖
鰻
２
５
３
３
、
死ilc@city.oshu.iwate.jp

）

し
て
、
研
究
者
の
皆
さ
ん
に
こ
の

土
地
の
風
土
を
感
じ
て
い
た
だ
け

た
こ
と
、
議
論
が
よ
り
深
ま
っ
た

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

※
Ｉ
Ｌ
Ｄ
…
「International

Large
Detector

」
の
略
称

で
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
で
使
用
さ
れ
る

測
定
器
。
直
訳
で
「
国
際
大

型
測
定
器
」
の
こ
と
。
高
さ

は

俊
以
上
、
重
さ
は
１
万

10
瞬
以
上
に
も
な
る
。
Ｉ
Ｌ
Ｃ

で
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｄ
と
「
Ｓ
ｉ
Ｄ

（Silicon
Detector

）」
の

２
種
類
の
測
定
器
を
使
用
し

て
、
電
子
と
陽
電
子
の
衝
突

現
象
を
捉
え
ヒ
ッ
グ
ス
粒
子

な
ど
の
性
質
に
迫
る
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市
教
育
委
員
会
は
、
中
学
生
の

科
学
に
対
す
る
興
味
関
心
を
高
め
、

科
学
的
な
知
識
や
科
学
的
思
考
力

等
の
資
質
・
能
力
を
向
上
さ
せ
る

と
と
も
に
、
次
代
の
奥
州
市
を
担

う
リ
ー
ダ
ー
的
人
材
の
育
成
を
図
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２
月

日
か
ら
３
日
間
、
一
関

20

市
で
Ｉ
Ｌ
Ｃ
に
関
連
す
る
国
際
会

議
「ILD

meeting
2018

」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
国
際
会
議

で
は
、
世
界
中
か
ら
Ｉ
Ｌ
Ｄ
（
※
）

に
関
す
る
研
究
者
な
ど
約

人
が

70

参
加
し
、
測
定
器
の
建
設
へ
向
け

た
技
術
的
な
課
題
を
協
議
し
ま
し

た
。こ

の
国
際
会
議
は
、
平
成

年
26

に
本
市
で
開
催
さ
れ
て
か
ら
県
内

で
は
４
年
ぶ
り
の
開
催
。
国
内
外

の
研
究
者
な
ど
に
よ
る
意
見
交
換

の
ほ
か
、
鈴
木
厚
人
岩
手
県
立
大

学
長
が
東
北
の
受
け
入
れ
態
勢
を

説
明
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
研
究
者
へ
の
お
も
て

な
し
と
し
て
、
県
南
広
域
振
興
局

は
Ｉ
Ｌ
Ｃ
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
応

募
作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。
会
議

に
合
わ
せ
て
市
国
際
交
流
協
会
で

は
、
参
加
し
た
海
外
研
究
者
の
急

病
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
の
医
療

通
訳
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

Ｉ
Ｌ
Ｃ
建
設
候
補
地
に
近
い
場

所
で
開
催
さ
れ
た
今
回
の
「I

L
D

m
e
e
t
i
n
g
2
0
1
8

」。
そ
の
成
果
と

会議参加者の集合写会議参加者の集合写真真

水沢小学校６年 伊藤 心和 さん
ここ な

「世界を広げるＩＬＣ」
背景をグラデーションに、宇宙は暗く山の方は薄

くしました。トンネルからわざと光をはみ出させ、迫

力を出しました。ＩＬＣの文字を地球柄にしました。

Ｉ
Ｌ
Ｃ
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

市
内
入
賞
作
品
紹
介

お
う
し
ゅ
う
ヒ
ッ
グ
ス
く
ん
の

茎
水沢南小学校６年 高橋 新 くん

あらた

「北上山地にＩＬＣ」
紅葉の北上山地につくられ

るＩＬＣを表現しました。

水沢小学校６年 佐藤 美良 さん
み ら

「ＩＬＣと見るみんなの未来」
目を描いて、その目がＩＬＣと宇
宙を見るようにしました。目の中は、
色とりどりに鮮やかにしました。

水沢南小学校６年 大平 桜さん
おおだいら

「ＩＬＣで建物たくさん岩手県」
自然がたくさんな岩手県が、
ＩＬＣで建物がたくさんな岩手
県になったように描きました。

佳
作

【
高
学
年
の
部
】

佳
作

審
査
員
特
別
賞

審
査
員
特
別
賞

る
た
め
、
中
学
生
科
学
体
験
研
修

を
１
月
４
日
～
６
日
に
実
施
し
ま

し
た
。
全
中
学
校
か
ら
選
抜
さ
れ

た
２
年
生

名
は
、
茨
城
県
つ
く

31

ば
市
の
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構

筑
波
宇
宙
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）、

高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構

（
Ｋ
Ｅ
Ｋ
）、
つ
く
ば
科
学
万
博

記
念
財
団
つ
く
ば
エ
キ
ス
ポ
セ
ン

タ
ー
を
見
学
し
ま
し
た
。

ILCの重要機器の前で説明を受けILCの重要機器の前で説明を受けるる
生徒た生徒たちち




